
伝
播
確
認
地
域
へ
の

渡
航
歴
が
カ
ギ

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
主
な
症
状
は
、
３８
℃
以

上
の
急
な
発
熱
、
た
ん
を
伴
わ
な
い
せ

き
、
息
切
れ
や
呼
吸
困
難
で
す
。
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
は
異
常
所
見
が
あ

り
ま
す
が
、
最
初
に
起
こ
り
得
る
症
状

で
最
も
確
実
な
も
の
は
、
発
熱
で
す
。

た
だ
し
、
現
在
日
本
国
内
に
お
い
て

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
患
者
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い

状
況
か
ら
（
平
成
１５
年
５
月
２２
日
現

在
）
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
伝
播
確
認
地
域
か
ら

の
１０
日
以
内
の
渡
航
歴
者
・
帰
国
者
、

及
び
そ
の
方
々
と
の
接
触
者
以
外
の
か

た
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
可
能
性
は
否
定
さ

れ
ま
す
。

疑
わ
し
い
症
状
が
で
た
ら

も
し
、
伝
播
確
認
地
域
へ
の
渡
航
歴

な
ど
が
あ
り
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
様
な
症
状

が
で
た
と
き
に
は
、
ま
ず
医
療
機
関
に

電
話
等
で
状
況
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
受
診
方
法
（
時
間
や
場
所
な

ど
）
を
確
認
し
た
上
で
、
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
受
診
の
際
は
マ
ス
ク
を
着
用

し
、
公
共
交
通
機
関
（
バ
ス
、
タ
ク
シ

ー
、
電
車
な
ど
）
を
使
用
せ
ず
に
、
自

家
用
車
で
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
連
絡
し
た
医
療
機
関
で
受
診

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
大
館
保

健
所
（
�
５２
―
３
９
５
２
）、大
館
市
立

総
合
病
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
館
市
立
総
合
病
院
を
受
診
希
望
の

か
た
は
、
受
け
付
け
方
法
や
待
合
場
所

が
通
常
と
異
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受

診
前
に
電
話
で
受
診
手
順
の
指
示
を
受

け
て
か
ら
来
院
し
て
く
だ
さ
い

大
館
市
立
総
合
病
院

�
４２
―
５
３
７
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担
当
者

感
染
対
策
担
当
医
師
・
高
橋
義
博
、

第
一
内
科
（
呼
吸
器
科
）
医
師

吉
田
順
一

医
事
課
長
・
丸
岡
克
男

※
４

潜
伏
期
間

病
気
に
感
染
し
て
は
い
る
が
、
ま
だ
症

状
と
し
て
現
れ
な
い
期
間
。

Ｑ１．ＳＡＲＳはどのようにして感染しますか？
Ａ１．ＳＡＲＳウイルスは、ＳＡＲＳにかかっている人から周囲

の人へと感染すると考えられ、動物を介して感染すること
を示す証拠はありません。これまでの疫学的検討から、最
も感染の危険性が高いと考えられることは、ＳＡＲＳ患者
の看護・介護をしたか、それと同居をしたか、またはその
体液や気道分泌物に直接触れたなど「ＳＡＲＳ患者との濃
密な（密接な）接触があったこと」です。
感染経路としては、患者さんにせきや肺炎などの呼吸器
症状があることから、気道分泌物の飛まつ感染が最も重要
だと考えられますが、種々のＳＡＲＳの集団発生事例を疫
学的に検討すると、それ以外の感染経路もありうると考え
られます。飛まつによる感染が主たる経路と考えられるも
のの、手指や物を介した接触感染、ふん便からのふん口感
染、空気感染の可能性なども、完全に否定することはでき
ません。

Ｑ２．日本でふつうの生活をしていれば、安全ですか？
Ａ２．ある国（あるいは地域）での伝播が確認された場合、その

国（あるいは地域）ではＳＡＲＳにかかる可能性があると
考えられます。
日本は、現在（５月２２日）まで国内でのＳＡＲＳの伝播
は確認されていませんので、１００％安全とは言い切れません
が、危険は極めて少ないと考えられます。

Ｑ３．感染した可能性のある時から何日たてば、心配はなくなり
ますか？ （潜伏期間はどのくらいですか？）

Ａ３．潜伏期間は通常２～７日間で、一部の例外を除きほぼ１０日
以内と考えられています。したがって、１１日以上たってい
て何の症状もなければ、ほとんど心配はないものと思われ
ます。

国立感染症研究所感染症情報センターホームページ内
「ＩＳＤＣ緊急情報」の重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲ
Ｓ）に関するＱ＆Ａから転載。
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